
 

 

茨木市訪問型サービスＡ指定事業者募集説明会 
介護保険制度の平成30年10月改正説明会 

平成30年9月27日（木） 
午後２時 ～ ３時（予定） 
 
茨木市役所 南館８階中会議室 



茨木市訪問型サービスＡ 

指定事業者募集説明会 
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本日の内容 

 茨木市訪問型サービスＡの 
 

 ① サービス内容について 

 ② 事業者の仕事内容について 

 ③ 事業開始準備について 
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4 

訪問型サービスAって何？ 
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訪問型サービスA比較 
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訪問型サービスAの特徴 

・生活援助のみのヘルパー 

・従事者は基本的に「本サービス従事者研修の修了者」 

・月８回まで使用できる 

・従前の訪問介護相当サービスとの併用はできない 

・訪問型サービスBとの併用はできる 
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訪問型サービスＡのサービス実績 

  
増加中 
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訪問型サービスＡ利用者割合 
（平成30年８月利用分） 

訪問型サービス利用者のうち、訪問型
サービスＡを利用しているのは、わず
か７パーセント！！ 
 
従前相当訪問介護サービスには、身
体介護が必要ない利用者がまだまだ
いますので、今後も訪問型サービスＡ
の需要の増加が見込まれます。 
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訪問型サービスＡ従事者養成研修 
修了者数の推移 

平成30年10月より、他市の同サービス従事者養成研修修了者や 
研修実施者の指定を受けた事業者の行った研修の修了者も 
従事可能になります。 
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事業者は何をしたらいいの？ 



11 

訪問型サービスA事業所の主な業務 

・介護サービスの提供（生活援助のみ） 

・国保連へのサービス費請求 

・従事者の業務支援 
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うちの事業所で訪問型サービスA
やりたいんだけど？ 
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１ 従業員の確保 
２ 場所の確保 
３ 事業所の指定  

事業を始めるにあたっての準備 



１ 従業員の確保① 
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必要な従業員の人数と資格要件 

①管理者 

 

 

 
  
→訪問介護・訪問介護相当サービスの管理者と訪問型サービスA の管理者の兼務は可能です。 

 （ただし、訪問介護・訪問介護相当サービスの管理者がサービス提供責任者を兼務している場合は不可。）      

 （従業員の確保③ ④の例参照） 

 

 

 

 

  従前の訪問介護相当サービス 訪問型サービスA 

必要人数 

常勤・専従で１人以上 
（業務に支障がない範囲で、同じ事業所のサービ
ス提供責任者や同一敷地内の別事業所の管理
者との兼務可） 

 
専従で１人以上 
（業務に支障がない範囲で、同じ事業所の訪
問事業責任者や同一敷地内の別事業所の管
理者との兼務可） 

 

資格要件 特になし 従前相当サービスと同じ 



１ 従業員の確保② 
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②責任者 

 

 
  

 

 

 
 

→「研修修了者」でも１年以上の従事経験があれば責任者になれます。 
 
 

※訪問介護・訪問介護相当サービスのサービス提供責任者が訪問型サービスA の訪問事業責任者を兼ねる 

  ことができる場合は、訪問介護・訪問介護相当サービスの管理者を兼務していない場合に限ります。 

  （従業員の確保③④の例参照） 

 

 

 

  従前の訪問介護相当サービス 訪問型サービスA 

名称 サービス提供責任者 訪問事業責任者 

必要人数 

 
      
常勤の訪問介護員等のうち、 
利用者40人ごとに１人以上 
（利用者の数に応じて常勤換算可） 

・サービス提供責任者が兼務する場合は、従前
相当サービスと同じ。（訪問介護等利用者と合
計して、利用者40人ごとに１人以上。利用者の
数に応じて常勤換算可） 
 
・サービス提供責任者が兼務しない場合は、訪
問型サービスAの利用者60人ごとに１人以上 

資格要件 
・介護福祉士 
・介護職員実務者研修修了者等 

訪問型サービスAの従事者のうち、 
・従前相当サービスの資格（左記）保有者 
・１年以上の「介護等の業務」経験者 



１ 従業員の確保③ 
既に訪問介護や従前の訪問介護相当サービスを行っている事
業所が一体的に訪問型サービスＡを実施する場合の例 
介護福祉士Ａさん（訪問介護の管理者とサービス提供責任者及び従前の訪
問介護相当サービスの管理者とサービス提供責任者を兼務）は訪問型サー
ビスＡの管理者や責任者を兼ねることはできません。 

Ａさんのいる事業所で訪問型サービスＡを一体的に実施する場合、以下のような配
置が可能です。 

①訪問型サービスＡの管理者兼訪問事業責任者としてＢさん（介護等の業
務経験１年以上）を新たに配置。（管理者と責任者は別人でも可） 
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訪問介護 従前相当 訪問型サービスＡ 

管理者 Ａさん Ａさん Ｂさん 

責任者 Ａさん Ａさん Ｂさん 



１ 従業員の確保④ 

②介護福祉士Ａさんが訪問介護と従前の訪問介護相当サービスの管理者のみになり、訪問型
サービスＡの管理者も兼務する。代わりに、訪問介護と従前の訪問介護相当サービスのサー
ビス提供責任者として介護福祉士Ｃさんを新たに置き、訪問型サービスＡの訪問事業責任者も
兼務する。 

 

 
 

③（上表のＡさんとＣさんが逆のパターン）介護福祉士Ａさんが訪問介護と従前の訪問介護相
当サービスの責任者のみになり、訪問型サービスＡの責任者を兼務する。代わりに訪問介護、
従前の訪問介護相当サービスと訪問型サービスＡの管理者を兼務する者を新たに置く。 

この場合の管理者は介護福祉士等の資格を持つ者である必要はありません。 
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訪問介護 従前相当 訪問型サービスＡ 

管理者 Ａさん Ａさん Ａさん 

責任者 Ｃさん Ｃさん Ｃさん 



１ 従業員の確保⑤ 
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③従事者 

 

 
  
 

 

→常勤換算ではないので、仕事がある分のみの雇用でOK。資格がなくても従事者
養成研修を修了すれば従事できます。 

 

※ただし、訪問介護、訪問介護相当サービスと同一の事業所において一体的に運営する場合、従業者が訪
問型サービスＡの業務に従事する時間は、訪問介護及び訪問介護相当サービスの訪問介護員の人員基準
である「常勤換算２．５以上」の計算に参入できません。 

  従前の訪問介護相当サービス 訪問型サービスA 

必要人数 常勤換算で２．５人以上 １人以上 

資格要件 
・介護福祉士 
・介護職員初任者研修修了者等 

・従前相当サービスの資格保有者 
・市が定める研修の修了者 
 （同等の研修も可） 



２ 場所の確保 
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設備に関する基準 

→従前の訪問介護相当サービスと同じ基準 
 

• 事業の運営を行うために必要な広さを有する 

  専用の区画 

• 訪問型サービスＡの提供に必要な設備及び
備品 

 



３ 事業所の指定  
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指定に必要な書類 （1） 
・指定申請書（総合事業用）、付表 

・法人登記事項証明書（原本） 

・従業員の勤務体制及び勤務形態一覧表 

・従業員の資格を証明するものの写し（原本証明） 

・組織体制図 

・訪問事業責任者の資格を証明するものの写し（原本証明） 

・実務経験証明書（旧２級・初任者研修、市が定める研修過程修了者等） 

・訪問事業責任者経歴書 

・平面図 

・写真 



３ 事業所の指定  
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指定に必要な書類（２） 
・案内図 

・賃貸契約書の写し（原本証明） 

・運営規定 

・利用者からの苦情を処理するために講ずる措置の概要 

・損害賠償発生時に対応しうることを証明する書類 

・老人居宅生活支援事業開始届出書（既に訪問介護相当サービスを 

 実施している場合は必要に応じて変更届） 

・誓約書 
 

※訪問介護、訪問介護相当サービスと同一の事業所において一体的に運営する場合で、 

 訪問介護等の事業でサービス提供責任者を増やすなど人員に変更があるときは、訪問介護等 

 の変更届についてもご提出ください。 
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介護保険制度の 
平成30年10月改正説明会 



平成30年度介護報酬改定における
改定事項 

 （平成30年10月施行） 

   ・居宅介護支援 

   ・福祉用具貸与 
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平成30年度介護報酬改定を踏まえた 
 

介護予防・日常生活支援総合事業 
における 

単価の見直し 
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（平成30年10月施行） 
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